
六
月
九
日
（
金
）
に
学
校
支
援
地
域
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
自
治
会
長
さ
ん
や

民
生
委
員
さ
ん
、
児
童
委
員

さ
ん
、
老
人
会
長
さ
ん
、
学

校
評
議
員
さ
ん
、
学
童
ク
ラ

ブ
の
代
表
の
方
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
、
支
部

長
さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
域
や
子
ど
も
た
ち

の
様
子
な
ど
を
話
し
合
い
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
校
だ
よ
り
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学習ボランティアの

先生方の紹介

今年度も学習ボランティアの先

生方にお世話になっています。今

年度も、５名の先生にお世話にな

っています。

月曜日 Ｋ．Ｙ 先生

火曜日 Ｋ．Ｓ 先生

水曜日 Ｅ．Ｔ 先生

木曜日 Ｎ．Ｋ 先生

木曜日 Ｏ．Ｍ 先生

確かな学力を育むため、自ら感じ、考え、学び合う 道徳の時間の充実を！！

今
年
度
の
学
校
課
題

学
習
指
導
主
任

「
豊
か
な
心
」
を
持
ち
、

よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
児
童
の
育
成

～
自
ら
感
じ
、
考
え
、
学
び
合
う
、

道
徳
の
時
間
を
目
指
し
て
～

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
二
年
間
、
本
校
で
は
「
学
力
づ
く
り
」
に
重
点
を
置
き
、

全
て
の
児
童
が
学
ぶ
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
「
確
か
な
学
力
」
を
育
む
た
め
の
学
び
合
い
の
ベ
ー
ス
と

な
る
、
安
心
感
の
あ
る
学
級
集
団
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
昨
年
度
か
ら
学
校
の
努
力
す
る
課
題
と
し
て
、「
仲

間
づ
く
り
」
に
重
点
を
置
い
た
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
二
年
間
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
次
の
よ
う
な
具
体
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

①
道
徳
教
育
の
要
と
な
る
道
徳
の
時
間
の
充
実

ア

資
料
を
吟
味
し
、
中
心
課
題
を
明
確
に
し
た
授
業
の
展
開

イ

授
業
の
展
開
の
工
夫

・
登
場
人
物
の
心
情
を
自
分
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
学
習

・
問
題
解
決
的
な
学
習

ウ

児
童
一
人
一
人
が
問
題
意
識
を
も
ち
、
主
体
的
に
考
え
、
話
し
合
え
る
工
夫

エ

各
教
科
等
と
関
連
を
も
た
せ
た
指
導
の
工
夫
（
総
合
単
元
的
な
取
組
）

オ

評
価
の
工
夫

②
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

ア

道
徳
だ
よ
り
「
ほ
か
ほ
か
タ
イ
ム
ズ
」
の
発
行

イ

道
徳
の
時
間
や
道
徳
講
話
に
お
け
る
地
域
人
材
の
活
用

ウ

授
業
参
観
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
道
徳
の
時
間
の
公
開

エ

家
庭
に
お
け
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用

③
指
導
体
制
の
工
夫

ア

学
年
協
同
体
制
に
よ
る
道
徳
の
時
間
の
充
実

イ

担
任
以
外
の
教
職
員
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
協
力
的
な
指
導
体
制

の
工
夫

以
上
の
具
体
策
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
一
人
一
人
が
自
分
の
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
、
豊
か
な
心
を
持
ち
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
け
る
よ
う
、
全
職
員

で
一
致
団
結
し
、
課
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
で
、
ま
た
校
内
の
美
化
で
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
面
で
、
御
支
援
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の

御
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「人権の花」贈呈式
５月３１日（水）、日光市人権擁護委

員の皆様、宇都宮法務局日光支局長様、

日光市人権・男女共同参画課の皆様か

ら、人権の花としてベゴニアの苗をい

ただきました。各クラス１つずつのプ

ランターに植えて、育てていきます。

花を育てることを通して、みんなで協

力 す る 心

や、生命を

大切にする

心を育んで

いきたいと

思います。

業間、かけ算九九の聞きと

りをしていただきました。

下校の時、付き添っていただ

き、見守ってくださっています。

「人権の花」のベゴニ

アの苗をたくさんいただ

いたので、環境委員の子

どもたちが、校庭に植え

ました。その前の、肥料

入れや、当日の苗植えを

手伝ってくださいました。

１年生の学級活動の時間、図

書室の使い方や、図書の分類、

本の借り方について、説明を

していただきました。グルー

プごとに読み聞かせもしてく

ださいました。


